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以下、合作社時期 (1 946~ 49年) から農会時期 (1949



















































































































































































































































































第一届 理事長 林錫虎 1949年1月6日 1954年1月24日
理事 楊乾選 同 同
同 呉金隆 同 同
同 林添全 同 同
同 荘緊 同 同
同 林錫麟 同 同
同 林高順 同 同
同 黄見護 同 同
同 呉鴻慈 同 同
同 林全炉 同 同
同 藍振興 同 同
同 荘全碍 同 同
同 黄竹旺 同 同
同 陳福慶 同 同
同 諸手呉本 同 同
第一届 理事長 李雨停 1954年1月24日 1956年12月8日
理事 黄竹護 同 同
同 蘇有財 同 同
同 呉清泉 同 同
同 藍振昌 同 同
同 陳順昌 同 同
同 諸手呉坤 同 同
同 呉色龍 同 同
同 黄渓木 同 同
同 察福寿 同 同
同 察水富 同 同
第三届 理事長 黄竹護 1956年12月8日 現任
理事 林宗慶 同 同
同 郎朝陽 同 同
同 陳朝章 同 同
同 諸手呉坤 同 同
同 呉高停 同 同
同 蘇有財 同 同
同 蘇福寿 同 同
同 呉志穂 同 同








第一届 常務監事 方錦興 1949年1月6日 1953年1月24日
監事 林石炭 同 同
同 林火炎 同 同
同 黄竹護 同 同
同 李雨停 同 同
第一届 常務監事 荘驚 1953年1月24日 1956年12月8日
監事 呉鎮卿 同 同
同 林中田 同 同
第三届 常務監事 察金設 1956年12月8日 現任
監 事 方錦興 同 同
同 沈即在 同 同
第3表業務主管人員(白)
服務別 職別 現任姓名 到任年月日
本会 総幹事 林錫麟 1957年1月4日
車市助人員 専員 戴呉来旺 同
























服務別 職別 現任姓名 到任年月日
信用部 部主任 黄春田





























1919年 2，289 45， 780 32，044 
1921年 2，178 43，560 
1923年 2，104 42，080 
1925年 4，136 41，360 1， 174 
1927年 3，697 36，970 1， 474 
1929年 3，317 33，170 644 
1931年 2，903 29，030 319 
1933年 2，895 28，950 
1935年 2，810 28，100 
1937年 2， 756 27，560 
1939年 3，258 32，580 
1941年 3，809 38，090 
1943年 9，265 92，650 17，170 
1945年 8，936 89，360 7，267 
1947年 9，080 90，800 7，167 
1949年 14，592 145，920 14，449 
1951年 14，420 144，200 14，015 
1953年 13，988 139，880 1，119 
1955年 14，610 146，100 8，419 
































1920年 2，357 47，140 
1922年 2， 144 42，880 
1924年 2，087 41， 740 
1926年 3，897 38，970 1， 707 
1928年 3，456 34，560 1， 422 
1930年 3，097 30，970 409 
1932年 2， 720 27，200 185 
1934年 2，979 29，790 
1936年 2，841 28，410 
1938年 2， 773 27，730 
1940年 3，650 36，500 
1942年 3，955 39，550 
1944年 9， 122 91， 220 12，388 
1946年 8，911 89，110 7，167 
1948年 1，341 113，410 
1950年 14，411 144，110 14，141 
1952年 14，225 142，250 1，643 
1954年 14，082 140，820 10，963 
1956年 14，669 146，690 7，709 





























年次 公積金総数 法定公積金 公益金 特別公積金
1919年 42 42 
1920年 1，576 858 718 
1921年 3，558 2，046 1，512 
1922年 6， 164 3，746 2，418 
1923年 9，502 5， 752 3， 750 
1924年 12， 708 7，674 5，034 
1925年 15，319 9，466 5，853 
1926年 17，716 10， 782 6，934 
1927年 18，237 1，162 7，075 
1928年 16， 716 1，274 5，442 
1929年 21，278 20，511 767 
1930年 22，342 20，594 1，748 
1931年 25，115 22，369 2，746 
1932年 26， 734 23，013 3，721 
1933年 29，031 24，409 4，622 
1934年 31，281 25，220 6，061 
1935年 38，936 24，288 14，648 
1936年 37，715 23，992 13， 723 
1937年 36，562 23，603 12，959 
1938年 38，570 24，270 14，300 
1939年 39，839 24，252 15，587 
1940年 42，016 24，463 17，553 
1941年 44，369 24，276 20，093 
1942年 42，989 23，452 19，536 
1943年 16 16 
1944年 16 16 
1945年 16 16 
1946年 134 118 16 
1947年 60，844 60，844 
1948年 389，295 389，295 
1949年 2，550 510 255 255 
1950年 1，521 304 152 152 
1951年 2，501 500 250 500 
1952年 1，796 359 179 359 
1953年 2，635 527 263 527 
1954年 1，401 280 140 
1955年 3， 701 742 371 
1956年 13，372 2，674 1，337 
1957年 43，871 8，774 4，387 


































年次 年 分配額 備考 年次 年 分配額 備考
1919年 5分8厘 801 金額単位元、 1941年至 1920年 5分 2，357 1947年以後迄至現在停止
1921年 8分 3，485 1946年止、由於二次世界 1922年 9分 3，859 分配、運用於公益事業及
1923年 9分 3， 788 戦争影響致蔚損無有分配。 1924年 9分 2， 757 提援生産指導事業費。
1925年 7分 2，812 1947年以後、迄至現在停 1926年 3分 1，118 
1927年 6分 2，130 止分配、運用於公益事業 1928年 8分 2，651 
1929年 1割 3，253 及提接生産指導事業費。 1930年 8分 2，445 
1931年 8分 2，297 1932年 8分 2，161 
1933年 8分 2，316 1934年 8分 2，383 
1935年 8分 2，248 1936年 8分 2，273 
1937年 6分 1， 654 1938年 6分 1，664 
1939年 6分 1， 954 1940年 5分 1， 825 
1941年 4分 1， 524 
第7表進度表(羽)
年次 存款残額(冗) 指数
1919年 60，812 100 
1921年 26，689 44 
1923年 56，629 93 
1925年 20，397 33 
1927年 72，746 119 
1929年 90，681 149 
1931年 73，024 120 
1933年 112，981 185 
1935年 204， 780 336 
1937年 138， 732 227 
1939年 132，629 217 
1941年 250，660 411 
1943年 825，677 1，354 





















1920年 25， 776 42 
1922年 30，298 49 
1924年 64，565 106 
1926年 45，443 75 
1928年 80，346 132 
1930年 54，107 89 
1932年 105，030 172 
1934年 139，734 229 
1936年 178，829 292 
1938年 193，931 318 
1940年 169，415 274 
1942年 445，486 730 















































































年次・種類 金額・百分比 甲浩 乙浩 定期 公庫 合計
1950年
金額 29，781 124，503 66，744 221，028 
百分比 13.5% 56.3% 30.11 % 100% 
1951年
金額 31，210 11，846 386，062 119，074 548，192 
百分比 5.6% 2.2% 70.4% 21. 8% 100% 
1952年
金額 6， 708 114，741 847，348 95，857 1，064，654 
百分比 0.7% 10.8% 79.5% 9.0% 100% 
1953年
金額 19，039 180，147 769，932 16，879 985，997 
百分比 1.9% 18.3% 78.1% 1.7% 100% 
1954年
金額 4，346 132，648 979，500 7，133 1，123，627 
百分比 0.4% 11. 8% 87.1% 0.7% 100% 
1955年
金額 10， 721 180， 107 1，277，320 154，424 1，622，572 
百分比 0.7% 11.1 % 78.7% 9.5% 100% 
1956年
金額 123，884 186，488 1，480，300 113，350 1，904，022 
百分比 6.5% 9.8% 77.7% 6.0% 100% 
1957年
金額 41，270 184，080 2，812，590 76，841 3，114，781 
百分比 1.3% 5.9% 90.3% 2.5% 100% 
1958年
金額 87，884 220，555 4，000，330 81，451 4，390，220 






























































備考信用 質押 磨支 信用 質押 磨支
1919 80，505 80，505 一、 1948年 1920 93，069 93，069 一、 1948年
1921 77，513 77，513 度以前単位 1922 96，521 96，521 度以前単位
1923 96，575 94，075 2，500 幣係奮台幣 1924 87，477 84，977 2，500 幣係奮台幣
1925 100，544 98，044 2，500 元。 1949年 1926 82，597 75，657 6，940 元。 1949年
1927 83，819 77，879 5，940 度以后係新 1928 98，782 37，032 1，750 度以后係新
1929 108， 164 106，404 1， 760 台幣元 1930 126，774 124，344 2，430 台幣元
1931 121，056 119，126 1，930 一、信用放 1932 120，865 116，520 4，345 二、信用放
1933 129，400 124， 715 4，685 款内包括各 1934 121，535 110，674 10，931 款内包括各
1935 147，086 94，944 52，142 種特別放款 1936 171，258 117，365 53，893 種特別放款
1937 191，019 109，266 81， 753 1938 165，245 116，934 48，311 
1939 192，067 128，743 63，324 1940 242，591 168，856 73， 735 
1941 270，046 207，956 62，090 1942 298，568 231，015 67，553 
1943 385，846 227，820 158，025 1944 353，210 243，487 110，723 
1945 600， 127 230，976 369，150 1946 951，635 617，985 333，650 
1947 1，229，252 875，752 353，500 1948 13，184，883 3，290，583 9，614，300 280，000 
1949 54，457 3，565 50，892 1950 117，800 117，300 500 
1951 374，537 357，897 14，640 1952 226，060 213，090 12，970 
1953 590，010 580，310 9， 700 1954 966，850 948，050 18，800 
1955 1，082，820 1，056，440 36，380 1956 1，654，319 1，259，700 59，400 335，219 









































































肥料以外の供鋪事業は 2.糖(刷、 3.塩 (5ぺ 4.棉
被(木綿表の掛け布団)(5ヘ5. 自転車・ミシン・ラジ
オ・扇風機・モーターエンジン・耕運機(5ヘ6.家庭
薬 (53) を取扱った。
②運鎖、(販売)事業
1.米穀運鋪(購入販売)
本会が運鋪事業を創設したのは1946年1月で、米穀の
運鋭、より始まった。その理由は地方条件と時勢の切迫と
いう地方条件からであった O 本鎮の農田はただ1220ha
あるだけであり、毎年の主食生産は25000余人の糊口を
給するに過ぎない。とりわけ毎年2月から 5月の期間は
青黄不接(端境期)で、米価が不安定で、さらに商人が
中で価格を操縦して非常に上昇させたO 時勢上、台湾光
復初期、各物資は特に欠乏し、また、長年の戦争の影響
で、各生産は回復せず、とりわけ主食がひとマかった。一
般に買占めに走り、商人の椙蹴行為は高潮した。時に政
府の台湾各種の行政措置は端緒についたばかりであり、
加えて復員で財政経済は不安定となり、貨幣の発行は逐
次増加し、貨幣価値をなくし、物価上昇を刺激し不安定
であったO 地方では厳しい「糧荒J(米不足)を発生し
た。富者は金を持っていたが買う物が無く、貧者は金も
無く物も無かった。大衆は餓え食物を待つだけであった。
これによって本会は地方糧食の需給調整をするために、
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糧価を抑え、大量に産地で購入して白米小売部を設立し
た。会員に供給し地方糧荒の危機を救った。この種の混
乱状況、投機、盗賊、掠奪、撹乱は各種各様ない所はな
かった。経営は決して単純で、はなく、購入の困難、輸送
の危険、配給販売の阻擬等々を吾人に想像させた。無数
の精神と共同の力量を用いてようやく実現した。「神聖
な任務に到達して、会員の歓呼が出現し、賛馨の声が会
員の口からもれたJ。本会の米穀運錯、事業はここに確立
し、現在では経営方法は地方状況を調査し、原旨に従っ
て処理された。会員に小売する食米、造米・商人への卸
売り、また会員の田賦等賦税納入ための鋭、信(販売)と
稲穀に対処された。これらの事業は会員に莫大な貢献を
もたらしただけでなく、全供鋪業務の主幹のーっとなり、
本会財源の大きな部分となった(日)。
米穀以外の運鋭、事業としては 2. 毛猪(生豚)運
鎗(日)、 3.塩干魚共同運鎗(56) を取扱ったが結局撤退し
た。
③利用事業
当組合時期に会員の生計状態、日常生活不可欠の設備
を顧慮し、共同施設の使用の必要性を認め、逐次産業合
作精神でもって、会員の実際の生活にあう各種設備を企
画した。最低のコストで計賞し、微少な利用料を徴収し、
甚だしきは使用料無料とし、市場に比較して三分のーの
価格であった。これは会員の産業上・経済上の利益に貢
献したのみでなく、社会改善に大きな効果があった。
1932年1月25日、会員大会は当時の章程を修正通過させ、
組合名義を「信用購買利用組合jと称した。その後、農
業会・合作社から現在にいたり、この種の事業は古今、
会員から相当な賞讃をうけ、会員に最も有利な間接的な
利益還元であった。既往26年間の過程を回顧すると、業
務の進展状態は図式的に表現すると少し盛り上がった状
態であった。中期に最も盛んな時期があり、最初と最後
は衰微状態であり、時代の潮流で少しは淘汰消滅したが、
主要な部分は現在に続いている O 従来の業務の目的は営
利目的で、はなかったので、後来のコストは計算されなかっ
た。とりわけ近年来の収支は天地の差があり、維持でき
ないことは明らかであるO しかし、全くサーピスのため
に強いて継続したが、近時期の会員代表大会で紛々たる
議論となり、結局は会員の福利の徹底をはかるために、
歴年来の客観的市場が計算した毎年少なくとも新台幣
30000元前後を必要とし、間接的に農村に還元した。さ
らに一歩進めて計算すると、過去から現在にいたる26年
間、この毎年の率から計算すると大凡新台幣780000元前
後となり一棟の堂々たる建築物に相等した。この特別支
出事業は全省農会でも稀に見るところであり、本事業の
優秀さをあらわしている (57)。
1.産業用の設備は1934年に開始した。項目には脱穀機、
97 
草直(藁袋)製造機、製縄機、豆餅粉砕機、扇風機で
ある(問。
2.経済用の設備は1936年に開始した。項目には七箇所
の磨幌米工廠があり、農事小組内に分布している。相
当低廉な価格で随時会員の稲穀加工に用いられた。こ
の項目は会員に最も有利な点であり、利用事業の主要
な業務である O 公用器具(幕帆・幕園・大卓・合卓・
椅子・櫨藍・櫨層・春櫨・板平・柴寵層・桶盤)。葬
祭用具(葬式場設備一式・花環・棺軍・大龍・柴魂輔・
香亭・祭典盤・五牲盤)、冠婚用具(新娘網)であっ
た(日)。
以上記載の設備は従来地方風俗習慣の需要のための
ものであり、実際に用いられた設備である。しかし、
近時期は時代及び業務経営上の影響を受けて、例えば
花環、幕帆、幕園、新娘網などは淘汰消滅した。草直
(藁袋)製造機、製縄機、扇風機は業務経営により
1948年より鎮漁会と共同経営で貸し出された。しかし
三年以内に本会に返還されて収蔵され、すべての設備
は廃棄された。上記以外の最も主要なもの、例えば磨
幌米工廠などは極力保持され、現在にいたっている O
この種の業務は一方では生活を改善し、他方では施設
を共同利用することでその目的は費用の節約にあった。
経済上羨望の的であり利用者は年々激増し、利用料低
廉により、また犠牲を惜しまないサーピスにより使用
者の公共物品愛護の観念をおこし、相互合作の精神を
大きく養成した(印)。
3.浴場
1935年~1944年12月まで会員、家族の心身健康のた
めに浴場が設けられた。しかし1944年12月戦争期間中、
各物資が欠之し、燃料は価格が特に高かっただけでな
く極端に不足したので大衆に終了を告げた(印。
④ 農業倉庫
本鎮の水田は合計1100余甲、稲穀年産量は780余万台
斤である。農民は生産に努力して相当な成績をあげてい
るO しかし適当な貯蔵倉庫がないことにより、貯蔵保管
が安全でなく、乾燥と調製に無関心であり、さらに地方
末商が利を重んじ質を軽んじて利益をはかることによっ
て徐々に地方米品質の声望を喪失した。そして販売統制
機構の欠如は農家経済を非常な苦難におとしいれ、農村
の疲弊は日々深刻となっていた。本会は会員の農業倉庫
施設を渇望する声がさかんで、あるのに鑑み、まさに政府
の統制倉庫奨励施策と合致させ、時期が満つのをみて19
34年5月5目、当時の会員大会で満場一致で決議を通過
させ、農業倉庫法によって創設し、農業倉庫を建築した。
建築の理想である、経済性のある華麗堂々たる完全な設
備について相当な調査研究をへて、同年12月に竣工し、
同年同月23日農民の和哀歓呼の中で落成し、業務を開始
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した。この倉庫業の開始で業務は行雲流水のごとくスムー
ズにながれてまったく阻擬がなくなり、また苦心惨'陪た
る経営の結果、地方糧食調整に莫大な貢献をもたらし、
農民の信頼を得た。毎期寄倉される稲穀はつねに150万
台斤 (900トン)以上であり、その特徴は下記の如くで
ある (62)。
1.保管の安全。倉庫設備は堅牢であり、防火、防湿、
防熱、防鼠、保管の安全は寄倉者に安心をもたらし、
また有利な時期に販売できるようになった。検収は厳
格、査定は公平、秤量は正確であり、品種別等級別に
保管された(日)。
2.調整の安全。最新式の磨穀穆筒・選石機・精選機等
を設備し、所謂米粒の調製では外皮を傷つけず、且つ
光沢を備え、非常な商品価値があった。米には爽雑物
がなく重量は正確で一粒一粒精選され包装は完全で合
理的な精米変換率であった(臼)0
3.米価状況の掲示。本会と各米商人とは緊密に連絡を
とり、米価状況の変動はすべて掲示され、寄倉者に販
売時機を選択させた(日)。
初め建設された時期は農業倉庫業法に依拠して農業倉
庫証券を発行した。その証券は稲穀の価値と等しく抵当
品として本会に借款、売買でき、特に寄倉者に有利であっ
たO しかし、寄倉者は自己で発給を申請したので、発行
件数は非常に少なかった。初設時は寄倉者の瞭解をえた
利用はなされていなかった。翌年(1935)に漸く増加し
はじめ、 1937年の発行件数は432件に達した。稲穀の数
量は349万6334台斤 (2067トン)、同時に抵当借款に運用
されたものは335件に達した。この好現象は本来推展す
べきものであったが、後には進展せず、数も少なく、
1940年には痕跡も留めいようになった。発行されなくなっ
た主要な原因は太平洋戦争の影響をうけ、日本政府は全
力で戦争を遂行し、すべての経済を把握し全面的に統制
経済を実施したためであり、それ以後、稲穀生産は統制
を受け、一般的にはただ家庭糧食として保存するのみで
あって、それ以外の剰余は強制的方法によって国家の所
有に帰した。従って所謂寄倉者はまったく出現せず跡を
絶った。誤って証券を発行しでもこの時期の農業倉庫は
ただ国家の糧食を収納し、国家の賦穀を収納するだけで
あった(日)。
1946年に台湾が光復し、本会は陣容を再整備し正常な
農業倉庫業務の経営を恢復し、寄倉者が復活した。寄存
の数量も逐年増加し、政府が徴収する賦穀も含まれた。
しかし、 1955年、寄存総数量からみると、往年に比べて
減少はしていないが、大部分の稲穀は政府の田賦、地価、
肥料等々を保管したものであった。一般の寄倉者は実際
には各種賦税納入の準備のために寄存するのであり、寄
存保管によって精米売買することは無くなったO また、
糧商に寄存する状況も無くなった。農業倉庫証券の発行
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は妥当な法規があったけれども光復初期の経済上の応用
に制限がもうけられたことにより、利用しようとするも
のは無くなった。 1955年12月、本会は政府公布の農業倉
庫業務規則改正後、農業倉庫証券の発行業務をはじめて
取り消した (67)
⑤ 運輸事業
本会の運輸事業は1947年に創始された。当時はコスト
を考えずに経営された。目的は失業労働者を救済するこ
とであったO もう一つは最低運賃で会員の利用に供し、
同時に農業倉庫活動時期に農業倉庫業務の進展と連動し、
寄託稲穀の運搬に枠益した。低廉な運賃で寄託者に春風
満風に歓迎利用された。農業倉庫の経営はこれに依拠す
ること少なくは無かったO 最初の運輸設備は大型トラッ
クー輔、手押車20台あった。毎年の運搬数量は本会農業
倉庫保管数の90%以上を占め、大凡の数字は200万元前
後で業務は遂行された。 1950年10月、トラック運用に阻
磯が発生した。コストが高く、維持継続の方法がないこ
とに鑑み、手押車の運搬が比較的適合し大いに効果があ
ると認められ、遂にトラックを処分して手押車の設備に
あて、継続して業務を拡大した。これらは労働者「手押
車隊jと呼ばれた。名声は全鎮に伝播され、労働者が手
押車を借用し本会にコストを支払った。抽分方式で計算
し、歴来その業務は大きく進展した。 1953年に一般経済
が安定にむかい、労働者の生活はやや高まり、分期納入
方法で出売し、設備を労働者の所有に移した。しかし、
運輸業務の発展に影響はなしただ原来の方法がやや変
わっただけである O 労働者の把握は労働者の体系的組織
化を促進し本会の中枢となり、本会の立場で労資双方を
代表し、不偏不党の位置にあった。毎年、農業倉庫業務
を活動する前夜、労働者を召集し運輸業務の問題を相談
し、運輸資本等を決定し、合同実施を定立した。今にい
たるまで慣例的手刻字となり、農村福利への貢献が大きかっ
た(問。
⑥ 政府委託事業
政府委託事業は本会中葉時期にようやく代理を開始し
たが、この時期は日本統治時期であり、委託の種類は少
なかったが、ここに略述しよう。現在政府が本会に委託
している事業は供鋪事業中の主要事業であり、また供鋪
事業が経営の本源であり、毎年の収益は供錆事業中では
50%前後を占めている(則。
1.稲穀収納保管加工
農業倉庫業務に呼応し、政府の糧食政策に協力し、政
府の各種賦穀・回賦穀・肥料穀・生産貸款穀・各種物資
換穀・地価穀等を収納し、保管・加工した。その経営方
法は合契(手形)によることを基準した(刊)。
2.肥料分配
頭城鎮農会について
1949年より台湾省農業生産で使用する化学肥料はすべ
て台湾省政府糧食局の業務に帰した。これより本会は配
給販売業区を代管し、その経営方式は委託・配給販売を
ともに合契により処理した。大体、配給販売方式は二種
類あり、貸放換穀(肥料貸付、米との交換)と現穀交換
であった。今にいたるまで十年の歴程で、毎年の分配数
量は本鎮の農回が稀少であることから、大凡第一期795
ha、第二期828ha、通年の肥料分配数93万kg前後、換算
稲穀は7叩9万k匂gであつた (71)引川リ
3.食料品・衣料品・飼料保管と配給販売
1948年12月、台湾物資調節委員会配給販売の綿布・砂
糖・油脂・煙草・酒を引き受けた。代理の原因は政府推
行の物価抑制政策と呼応したことによる O しかし、短期
間の一二年で業務を終了した。得た利益は各農事小組に
分配し公益金とした。しかし当時その目的は営利にはな
く政府に全力で協力していたのであるO
1951年の初春、食塩錯、告処を処理し、その業務は糧食
局儲存の食塩と組み合わせ、毎年の保管数量は大凡17万
kg前後で、業務は合契で処理され、順調に経緯し現在
に至っている。
衣料品・布・食品・塩干魚・大委餅・飼料・豆餅・玉
濁黍粉に至っては、近年来、台湾製糖の飼料以外に糧食
局の委託を受け、供鈷、業務の進展と呼応して処理された。
上述の項目は豆餅が比較的持続している以外は大部分は
短期的で、大口の性質があった。請負方法は、初期の
1949・50年は、政府の糧食政策実施のために糧食を把握
した。大部分は穀物との交換方式で、それ以後は一般経
済が安定化し、現金交換による配給販売になつた(問7η72)幻
4.軍人家族用実物
1952年に創立され、政府の軍人家族実物給付と呼応し
てその業務を請け負った。今にいたるまで7年の歴史で
補給した物資は米・石炭・泊・塩などであった。毎年の
補給数量は大凡30000kg前後であった(73)
おわりに
頭城鎮農会は戦前期の頭囲信用組合、戦後初期の頭城
鎮合作杜を受け継いで1949年より頭城鎮農会として継承
されたものである。
頭城鎮農会は頭城鎮唯一の金融機関であり、農村部農
会の信用、購買、販売、利用の事業、農業倉庫事業を発
展させ、農業の進展に貢献していた。
戦前期より特に発展したものは政府委託事業、台湾省
合作金庫・政府・頭城鎮公庫の代理業務であった。
頭城鎮は戦前戦後を通じて銀行がなく、頭囲信用組合
から頭城鎮合作杜、頭城鎮農会は同鎮唯一の金融機関で
あり、農業協同の組合組識であり、まさしく頭城鎮の経
済的中心機関であった。
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